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要 旨

埼玉県春 日部地域のA群 ヒトロタウイルス株の流行変移を調べるために,春 日部厚生病院に来院 した

急性胃腸炎患児の急性期の糞便665検 体 を採取 した.そ の うち169検 体(25.4%)にA群 ヒ トロタウイル

スが検 出された.血 清型を同定できたのは122検 体(72.2%)で あ った.血 清型1が98株(58.0%),血

清型2が7株(4.1%),血 清 型3が14株(8.3%),お よび血清型4が3株(1.8%)で あ った.血 清型同

定不能株は47株(27.8%)で あ った.流 行時期を3つ の年度に分けてみ ると血清型1は 全年(1988～1991

年)度 を通 じて高率に検 出された.血 清型2は 次年(1990年)度 に多 く,血 清型3は 第3年(1990～1991

年)度 の流行時期に多 く検出された.血 清型4は 次年(1990年)度 にだけ検出された.亜 群1とIIの 比

率は4.5%対95.5%で あ った.162検 体 についてRNA泳 動型を調べた.そ の うち139検 体 に泳動型 を検 出

することができた.15種 の泳動型が えられた.各 年度の流行期には3～4種 の泳動型が主力をなしてい

た.同 じ泳動型でも各年度によ り検出率の差が観察された.同 じ泳動型のウイルスが3年 間連続 して出

現 した率が諸家の報告 よりも高率であった.ま た同 じ泳動型であって も異なる年度で異なる血清型 ウイ

ルスであったことは本邦においてはまだ知 られていない.

序 文

ロタウイルスは乳幼児 の急性 ウイル ス性 胃腸炎

の病 因 として重要 で ある1).A群 ヒ トロタ ウイル

ス は内殻 構成 蛋 白VP6の 特 異 性 に よ って亜 群1

と亜群IIに 分 け る ことがで きる.ま た外殻構 成蛋

白VP7の 特 異性 に よって7つ の血 清 型 に 分類 さ

れ る2)3).こ の うち広 く世界 に分布 して いるのは血

清型1～4ウ イルスであ る.ヒ トロタ ウイル スの

RNA泳 動 型 は種 々の型 を示す.ヒ トロタウイル

ス亜群1はRNA泳 動 型 で は"short"型 を示 し(例

外 もあ るが4)5)),血 清 型2ウ イルスが属 してい る.

亜 群IIは"long"型 を 示 し,血 清型1,3お よ び4ウ

イルスが属 してい る.し か しRNA泳 動 型 か らは

血清 型を決定す るこ とはで きない.ヒ トロタ ウイ

ルス感染症 のあ る流行期 に は1つ あ るいは2～3

の血 清型,ま たは泳動型 が優位 にみ られ る ことが

多い.こ れ ら血 清型,亜 群 および泳動型 を調査 す

るこ とは ロタウイルスの伝播様式 を追跡 した り,

ロ タウイルスの抗原 の変遷 をみ る うえで重要 で あ

る.

近 年A群 ロタ ウイル スの血清 型1,2,3お よ

び4ウ イル スのモ ノク ローナル抗体 を用 いた酵素

免疫測 定法が開発 され,糞 便 材料 中の ロタ ウイル

ス抗原 の血清型 が同定 で きるよ うにな った.ま た

VP6の モ ノク ローナル抗体 も作製 されて亜群 の同

定 も可能 とな った4)6)～9).
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われわ れは埼玉 県の一市 中病 院で の ロタウイル

ス感 染 症 の ウイル ス株 の血 清型,亜 群,お よ び

RNA泳 動 型 を牛 島 ら10)の報 告(1984～1987年 の

流 行時期)に ひ きつづい て,そ の後1991年 まで の

糞 便 材料 につ いて年 次 的 に調 査 した ので報 告 す

る.

材 料 と方 法

糞便材料

1988年11月 か ら1991年5月 までの間 に春 日部厚

生病 院(埼 玉 県)を 受 診 した急性 胃腸炎患児 の急

性期 の糞便材料 を対 象 とした.

糞 便 調 整 液(0.1%ウ シ 血 清 ア ル ブ ミ ン,

gentaoicin 50μg/ml,お よ びfungizone 1μg/ml

を含 有 してい る生理食塩 水)で 糞便 材料 を溶解 し

20%浮 遊 液 を作製 した.3,000rpm,10分 間 遠心 し

そ の上清 を-20℃ に保存 した.

ロ タウイルス抗原 の検 出

ア ビジ ン ・ビオチ ン法 に よる酵 素 免疫 測 定 法

(Rotaenzyme IDL,Eldan Technologies Co.,

Jerusalem,Israel,明 治 乳 業)を 用 いた.

ポ リアク リル ア ミ ド・ゲル電気泳動法(PAGE)

ロ タ ウ イル スRNAの 泳 動 型 はHerringら11)

の 方 法 に よって求めた.RNAの 泳 動型 の分 類 は

Nicolasら12)の 分 類 とWa株 の 泳 動 型 を 参 照 し

た.

ロタ ウイル スの亜群,お よび血清型 の同定

血清型1ウ イルス(KU株),血 清 型2ウ イル ス

(S2株),血 清 型3ウ イル ス(YO株),お よ び血清

型4ウ イル ス(ST3株)に 特異的 な モ ノクローナル

抗体,お よび亜群1(S2株),お よび亜群II(YO

株)に 特異 的 なモ ノク ローナル抗体 をセ ロテ ック

社(ロ ターMA,江 別)よ り購入 した7).同 定 はセ

ロテ ック社 の マニ ュアル に従 って酵素免疫 測定法

に よって行 った.

判 定 について は特定 の亜群,お よび特定 の血清

型 の特異抗体 を コーテ ィング した ウエル の吸光度

がo.1以 上 で あ り,か つ他 の亜群,お よび他 の血清

型 の特異抗体 を コーテ ィング した ウエル の吸光度

よ りも2倍 以上の高値 を示 した ウエルを陽 性 とし

た.

な お検体 の一 部(1989年 の78検 体)に つ いて は

赤 谷 ら8)の方 法 に よ り国立予 防衛 生研 究所 長谷 川

斐子博 士 に よって血清型 の同定 が行 われた.

成 績

A群 ヒ トロタ ウイル スの検 出

1988年11月 か ら1991年5月 まで の期 間 に採取 し

た急 性 胃腸炎患 児 の急性期 糞便 材 料 は665検 体 で

あ った.そ の うち169例(25.4%)にA群 ロタ ウイ

ル スが検 出 され た .男 児97例,女 児72例 で あ った.

年 齢 は3ヵ 月 か ら10歳4ヵ 月 までで,平 均年齢 は

2歳1ヵ 月で あ った.

A群 ヒ トロタ ウイ ル ス検 出率 を ロ タウ イル ス

感染症 の各流行年度 でみ る と,1988年11月 ～1989

年5月 では37.5%,1990年1月 ～1990年4月 では

Fig. 1 Seasonal prevalence of rotaviral gastroenteritis in infants and young

children in Saitama area, 1988.1991
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33.7%,1990年12月 ～1991年4月 で は37.9%で

あ った(Fig.1).

A群 ヒ トロタ ウイル スの血清型

169検 体 全 て につ いて血 清型 の 同定 を行 った.

122検 体(72.2%)で 血 清型 を 同定す るこ とがで き

た.98株(58.0%)が 血 清型1,7株(4.1%)が

血 清型2,14株(8.3%)が 血 清型3,お よ び3株

(1.8%)が 血 清型4で あ った(Table1).

各 流 行年 度別でみ る と1988年11月 ～1989年5月

で は血清 型1が60株(74.1%),血 清 型2が1株

(1.2%),お よび血 清型3が4株(4.9%)で あ っ

た.血 清型4は 検 出され なか った.同 定 で きなか っ

た 検 体 は16株(19.8%)で あ った.1ggo年1月

～1990年4月 で は血 清型1 ,2,3お よび4は そ

れ それ17株(51.5%),5株(15.2%),1株(3.0%),

お よび3株(9.1%)で あ った.同 定 で きなかった

検体 は7株(21.2%)で あ った.1990年12月 ～1991

年4月 で は血清 型1,2,お よ び3は それぞ れ21

株(38.2%),1株(1.8%),お よ び9株(16.4%)

で あ った.血 清型4は 検 出 され なか った.同 定 で

きなか った検体 は24株(43.6%)で あ った.各 年

度 を通 じて血 清型1が 高 率 に検 出 され,血 清型2

は1990年1月 ～1990年4月 に,血 清型3は1990年

12月 ～1991年4月 の流 行期 に多 く検 出された.血

清型4は1ggo年 に のみ検 出 され た(Fig.2).

A群 ヒ トロタ ウイル スの亜 群

亜群 の同定 がで きた の は検 査 した169検 体 の う

ち134株 で あ った.33検 体 は亜群特 異 のモ ノク ロー

Table 1 Prevalence of Group A HRV serotypes in Saitama area, 1988-1991

HRV: human rotavirus, UT: untypable

Fig. 2 Monthly distribution of the four serotypes of group A human rotavirus in

Saitama area, 1988-1991
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Fig. 3 Diagram showing the different RNA banding patterns observed after

electrophoresis of rotavirus RNA in Saitama area, 1988•`4991.

Table 2 Seasonal prevalence of the different

RNA electropherotypes in Saitama area,

1988•`1991

ナル抗体 に は反応 しなか った.134株 の うち6株

(4.5%)は 亜 群1で あ り,128株(95.5%)は 亜 群

IIで あ った.1株 は 亜群I+II(血 清 型3)で あ っ

た.血 清型1,3,4が 同 定 された株 には亜群II

の 抗 原 が存在 し,血 清型2が 同定 された株 には亜

群1の 抗原が存在 した.

A群 ヒ トロタウイルスのRNA泳 動 型

PAGEを 行 えた の は169検 体 の うち162検 体 で

あ った.泳 動 型 の分 類 はNicolasら12)の 分 類 と

Wa株 の 泳動型 を参照 した.139株 にRNA泳 動 型

がえ られた.15の 異 な る泳動 型 がみ られた(Fi喜

3).そ の 中 で4種 類 の泳 動型 の検 出率が高 か った

(Table2).泳 動 型IbIIbIIIaIVaが28.1%と も っ

と も頻 度 が 高 か った.つ ぎ にIbIIaIIIbIVaが

22.3%,つ づ い てIcIIaIIIbIVaが16.5%,

IbIIaIIIeIVaが13.7%に 検 出率 され た.1988年11

月 ～1989年5月 の 流 行 期 にはIbIIaIIIbIVaの 検

出率 が もっ とも高 く,1990年1月 ～1990年4月,

お よ び1990年12月 ～1991年4月 の 流 行 期 に は

IbIIbIIIaIVaが も っ とも高 率に検 出 された.1988

年11月 ～1989年5月,お よび1990年12月 ～1991年

4月 では7～8種 類 の泳動 型がみ られたが,1990

年1月 ～1990年4月 で は11の 多 種類 の泳動型 がみ

られ た.

A群 ヒ トロタ ウイルスのRNA泳 動 型 と血 清型

血 清型 の 同定 とPAGEの 双 方 の行 い えた検 体

は139株 で あ った.血 清型4ウ イル ス以外 は血 清型

に よって泳動型 が異 なっていた(Table3).血 清

型1ウ イル スには8つ の泳動 型が 出現 し,血 清型

2ウ イル スには2つ,血 清型3ウ イル スには3つ

の泳動型 が検 出 されたが これ ら血清型 間 には同一

の泳動型 はみ られなか った.血 清型4ウ イル スに

は1つ の泳動型 がみ られ た.こ れ は血 清型3ウ イ

ル スの泳動型 と同型 に分類 されたが,こ の血清型

4ウ イル スが検 出 された流 行期 には同 じ泳動型 の

血清型3ウ イルスの検 出はな く,ま た他 の血清型

ウイルスの泳動型 とも異 な った.long型 の 泳動型

感染症学雑誌 第66巻 第6号
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Table 3 Relation between electropherotypes and

serotypes

UT: untypable

を示 した株 の多 くは血 清型1ウ イル スで あった.

short型 を示 した株 はす べ て血 清型2ウ イル スで

あ った.

I+II群 に 特異的 に反 応 した株 はRNA泳 動 型

で はIbIIaIIIeIVaで あ った.血 清 型3ウ イルスで

あ った.

考 察

近年A群 ヒ トロタ ウイル スの血 清型1,2,3,

お よ び4ウ イル スのモ ノク ローナル抗体 を用いた

酵素免疫 測定法 が開発 され,多 数の糞便材料 中か

ら ロタ ウイル スの血 清型を 同定 す るこ とが可能 と

なった.ま たVP6の モ ノク ローナル抗体 も作製 さ

れ て亜群 の 同定 も可能 とな りロタウイルス感染症

の疫学研 究 に役立 ってい る.日 本で の ロタウイル

ス感 染 症 の血 清 型 の 分 布 に つ い てNakagomi

ら4),牛 島 ら10),Kawamotoら13),Urasawaら14),

篠 崎 ら15)の報 告 があ る.い ず れ の報告 で も血 清型

1ウ イル スが30～70%と 多 く,血 清型2,3,4

ウイ ル スは流 行 年 度 に よ り検 出率 が異 な って い

る.Urasawaら14)は 血 清型2ウ イルスの検 出率 が

前年 度(1986～1987年)で は10.2%で あ った のに

比 し次年 度(1987～1988年)で は,34.1%と 高 率

で あ った と報告 してい る.Kawamotoら13)は1986

年 か ら1989年 の 岐阜 地 方 で の調 査 を行 って い る

が,1986年 か ら1987年 の流行 期 には血 清型3ウ イ

ル スが多 く,1987年 か ら1988年 の流行期 には血 清

型4ウ イル スが高 率 に検 出 された と報 告 して い

る.今 回のわ れわれの成績 では血清型1ウ イルス

が58.0%で あ り今 まで の報告 と同 じく他の血清型

ウイル スに比 し血 清型1ウ イル スの占め る割合 が

高 か った.わ れわれ の初年 度の流行期(1988年11

月 ～1989年5月)がKawamotoら13)の 報 告 の 第

3回 目の流行期 と一致す るが,血 清型 の比率 を比

較す るとこの時期 には血 清型1ウ イル スが高 率で

あ った こ とは同 じで あるが,血 清型2ウ イルスは

1株(1.2%)し か み られず 岐阜地方 の よ うに多 く

は検 出 され なか った.わ れわれ の成績 で は血 清型

2ウ イル スは1990年1月 ～1990年4月 の流行期 に

多 く検 出 され,血 清 型3ウ イル スは1990年12月

～1991年4月 の流 行期 に多 く検 出 され た .牛 島

ら10)が調 査 した1984～1987年 の 当院で の検 体 の血

清型 ウイルスは今回 の調査 結果 と同 じよ うに血 清

型1ウ イルスが大部分 を 占め,1984～1985年 で は

血 清型1ウ イル スだ けが検 出され,1985～1986年

で は血 清 型1ウ イル スの他 に血 清型9ウ イ ル ス

が,1986年 ～1987年 で は血清型1,2と4ウ イル

スが検 出 された.血 清型3は これ らの年度 のA群

ヒ トロタ ウイル ス感染 症の流行期 には検 出 され な

か った.そ の後 のわ れわれ の検 索で は毎年血 清型

3ウ イルスが検 出 され るよ うにな り,特 に1990年

～1991年 のA群 ヒ トロタ ウイ ル ス感 染 症 の流 行

期 には血 清型3ウ ィル スは16.4%と きわ めて検 出

率が高 か った.外 国の報告 ではGemaら16)が イ タ

リアの例 につ いて,Birchら98が オ ース トラ リアの

例で,Georges-Courbotら17)は ア フ リカでの調査

で,ま たBeardsら18)が ヨー ロ ッパ,ア メ リカ,ア

フ リカ,ア ジアか ら集めた検 体 につ いて報告 して

いる.い ずれ も日本での血清 型 ウイルスの分布 と

同 じく血清型1ウ イル スの検 出率 が血 清型2～4

ウイルスの検 出率 よ りも高 い傾 向にあ るこ とが観

察 され る.

約28%の ロ タウイル ス陽性材料 について は血 清
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型 を同定 す る ことがで きなか った.こ れは外殻構

成蛋 白(VP7)が 保 存 あ るいは操 作 の過程 で失わ

れ不完全 な ウイルス粒子 とな りモ ノク ローナル抗

体 に反応 しなかったため と考 え られ る4)9).特 に血

清型4ウ イル スでは外殻構成蛋 白が失わ れやす い

とい うこ とをBirchら9)が 観 察 して い る.ま た こ

の検 出法 で は ウイル ス量が少 な く反応 しなか った

こ とが考 えられ る.あ るいは これ ら4つ の血清型

ウイルス には反応 しない別 の血 清型 ウイル スが あ

るのか もしれ ない.さ らにモ ノク ローナル抗体 な

ので各 エ ピ トー プ1つ を用 い る酵素免疫 測定法 で

は血清型 同定 が不 能であ る可 能性 もあ る.

ヒ トロタウイルスは種 々の異 なった泳 動型 を示

す2)11).ロ タ ウイル ス感染症 の流行 の年度,流 行 の

=場所 に よ り 泳 動 型 の 異 な る の が み ら れ

る4)10)16)20).PAGEは ロ タウイルスRNAの 電 気泳

動型 をみ るのに広 く用 い られてい る.わ れわれ は

PAGEに よ り15種 類 の泳動型 を えた(Fig.3).泳

動 型 の年 次変化 をみ る と各流 行年度 では3～4種

の泳動 型が主力 をな した.1988年11月 ～1989年5

月 で は 泳 動 型lblIaIIIblVaが45.8%と 最 も多 く

出現 し,1990年1月 ～1990年4月,お よび1990年

12月 ～1991年4月 で は 泳 動 型IbIlbIIIaIVaが そ

れ ぞれ27.6%,お よ び43.0%と 最 も高 率 に検 出 さ

れた.Konnoら20)は 流 行 の初 期 の2～3ヵ 月は1

つ の泳動型 が優 先 しそ の後 に種 々の泳 動型がつ づ

いて出現す る と報 告 してい る.わ れわ れの成績 で

も1988年11月 ～1989年5月,お よ び1990年12月

～1991年4月 の流 行 時期 で はKonnoら20)の 報 告

と同 じよ うに1～2の 泳動 型が先行す る傾 向がみ

られた.し か し1990年1月 ～1990年4月 で は種 々

の泳動 型 が検 出 された.近 藤 ら21)は東 京都 内 の病

院 の検体 で は1988～1989年 の 流 行 期 には 泳動 型

IclIaIIIbIVaが 最 も高 率で あった こ とを観 察 して

い る.わ れわ れの 同年 度 の 流行 時 期 で は泳 動型

IbIlaIIIbIVaが 最 も検 出率が高 く流行場 所 によ り

泳動型 が異 な ってい る ことが推察 され る.

血 清 型 とPAGEと の 関 係 に つ い てBeards

ら22),Gernaら16)は あ る1つ の泳 動型 に異 な った

血 清型 の ものが み られ る.RNA泳 動 型 と血清 型

ウイル スは一 致 しない と報 告 してい る.一 方Na一

kagomiら4)は1つ の血清型 ウイルスの中 には異

なった泳動型がみられるが,各 血清型 ウイルスに

よって泳動型は異なると報告 している.わ れわれ

の成績では血清型1,2,3ウ イルスではそれぞ

れ特異的な泳動型がみられた.血 清4ウ イルスは

血清型3ウ イルスの泳動型 と同じであったが,こ

の血清型4ウ イルスの検出された流行時期には同

じ泳動型の血清型3ウ イルスは検 出されず,ま た

他の血清型の泳動型 とも異なった.

Nakagomiら4)は 秋田,山 形地方 の1981～1987

年のA群 ロタウイルス感染症の検索で33種 類の

RNA泳 動型がえられた.1つ のRNA泳 動型の

ウイルスのみが連続 して3年 間連続 して検出され

た.春 日部地方では15種 類のRNA泳 動型が3年

間にえられた.そ の うち5種 類のRNAが3年 間

連続 して検出されてお り,こ の点諸家の報告 とは

異なる点と考えられる.ま た年度を異にして同じ

泳動型(IbIIaIIIeIVa)で それぞれ異なった血清型

ウイルス(3,お よび4型 ウイルス)で あった.

このことを本邦においてはまだ報告がな く春 日部

地方における報告が初めてである.

本間ら23>は東京地域の1986～1988年 の下痢便に

ついてロタウイルスRNA電 気泳動法を行い,陽

性239例 中8例 がC群 ロタウイルスであった と報

告 している.こ の うち3例 は春 日部の当病院の症

例であった.今 回の調査では抗A群 ロタウイルス

の特異抗体を用いた酵素免疫測定法で陽性であっ

た検体についてのみRNA電 気泳動法 を行 いC

型 ウイルスの検討は行わなかった.今 後下痢便の

全てにつ いてRNA泳 動法を行いC型 ウイル ス

の検出をする必要があると考えられる.

今までの報告のなかでヒ トロタウイルスの年次

的な血清型,RNA泳 動型の検出頻度をみると,比

較的類似はしているが地域により異なっている.

今回ヒ トロタウイルス感染症の流行疫学を知 るた

めに,地 域情報 として埼玉県南部の春 日部地域の

A群 ヒトロタウイルス株の血清型,RNA泳 動型

の年次的変化を報告 した.ま た今後 これ らと臨床

像 との相関を明確にしていきたい.
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Serotypes and Electropherotypes of Group A Human Rotaviruses in Patients with
Acute Gastroenteritis in Saitama Area, 1988-1991

Yasuko FUJITA1}2>, Hisashi YAMADA1>2>, Kazuko ARAKI2), Tsuyoshi TAJIMA2),
Toshiaki ABE2) & Tatsuhiko SHINOZAKI2)3)
1)Devision of Pediatrics , Kasukabe Kosei Hospital

2)Department of Pediatrics , Teikyo University School of Medicine
3)Devision of Pediatrics , Tokyo Kosei-Nenkin Hospital

Serotypes and RNA electropherotypes of group A human rotaviruses were identified in stool
samples from patients with acute gastroenteritis in Kasukabe Kosei Hospital, Saitama, Japan, during
three rotavirus seasons from 1988 to 1991.

Of the 665 stool samples from patients with acute gastroenteritis, 169 (25.4%) stool samples were
positive for group A human rotaviruses. Of these 169 samples, 98 (58.0%) wereserotype 1, 7 (4.1%)
serotype 2, 14 (8.3%) serotype 3, 3 (1.8%) serotype 4 and 47 (27.8%) were untypable. Serotype 1 was
predominant over all three rotavirus seasons. Serotype 2 was most prevalent in the second rotavirus
season, serotype 3 in the third season. Serotype 4 was detected only the second rotavirus season.

The ratio of subtype I to subtype II was 4.5:95.5.
Among the 162 strains examined, 139 specimens were available to be electropherotyped. Fifteen

different RNA electropherotypes were detected. Three to four different electopherotypes were more
prevalent in each rotavirus season and the detection rate in each year was different within the same
electropherotypes. The rotavirus strains of the same electropherotypes were observed with high
prevalence for every rotavirus seasons. The same electropherotypes was found in human rotavirus
strains of different serotypes that were appeared at different epidemic seasons.
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